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序 論

Mycobacteriumtuberculosisおよび Myco-

bacteTium bovis以外の抗酸菌によって惹起さ

れる非定型抗酸菌症 (AM 症)は,ことに最近10

数年来注目きれ,多 くの基礎的な らびに臨床的

研究の成果が得 られている｡いわゆるRtlnyOnl)

のGroup分 けに端を発 した非定型抗酸菌(AM)

の分類 も飛躍的に進み,多数の菌種2)が確立さ

れている｡結核症 と非定型抗 酸 菌症 との鑑別

は,現在の所窮極には抗酸菌種の同定 と鑑別に

帰するので,病的材料より分離された抗酸菌の

臨床細菌学はますます必要の度を加えている｡

AM の分類,同定には現在主 として生化学的反

応が応用されてお り,極めて多種類の同定検査

が提唱されている｡通常,臨床細菌学的にはそ

れ らの検査項目のうち主要なもの数種類の組合

せで薗種を確定ないし推定 している訳であり,

この目的に応 じた検査術式3,4･5)も多 く提 案 さ

れているが,実際的にみてこれ らの検査を逐一

実施するにはかなりの時間を要 し,実薙上,よ

り簡易な,誤 りの出来るだけ少ない同定術式が

臨床の場においては望まれる訳 で あ る｡ 前 回

の私共の報告6,7)も簡易検査術式を目指 した 1

つの検討であった｡ 前回の報告では主に Slow

growerを対象 として, 平板培地上の 比較的発

育初期の集落形態の観察がAM の Groupもし

くは菌種の推定にかなり有用であることを報告

したが,今回は Rapidgrowerを中心として追

加検討 したので報告する｡

材料および方法

1) 培 地

一般細菌検査用のプラスティック製無菌ペ ト

リ皿 (90×15mm)に後述の寒天培地を 20ml

づつ注入 し使用に供 した ｡ 今回の観察ではキル

ヒナ- (Kirchner)寒天培地*(KA),Modified

CornMealGlycerol寒天培地T(CMA)の 2種

類を使用 した｡

2) 使 用 菌 株

1%小川培地で継代保存 している迅速発育抗

酸菌25株を使用に供 した｡内訳は次の如 くであ

る｡

M.rortuitum:

TMC1529,TMC1545,TMC1547,18109

(ATCC6842),18112(ATCC6841),18001

(ATCC19709)

M.chelonei:

TMC1524,TMC1537,TMC1542,TMC

1543,TMC1544,12011(ATCC14772),

22012(ATCC19977)

M.phlei:

TMC1523,No.12

*キルヒナー寒天培地 (KA):キルヒナ一波体基礎

培地900m1,細菌用寒天末 15gを加熱溶解後高
圧滅菌を行ない,50oCまで冷まし牛血清を10%
になる様に加える｡

IModifiedCornMealGlycerol寒天培地 (CMA):

CornMealAgar(Difco)17g,Glycero130mlに
1,000mlの燕滑水を加え高圧滅菌を行なう｡

- 44-



昭和52.3 井定型抗酸菌の件状 (Ⅲ)

M･smegmatis:

TMC1546,TMC1533,TM(:/1515,17002

(SN2),17027(ATCC14468),No.16

M.qavescens:

TMC1541,33003(No.3363),330()2(No.

3362),33001(ATCC14474)

以上の菌株のうちTMC株はアメリカ合衆国
NIH (NationalInstitutesofHealth)を介 して

Trudeaulnstituteより直接分与を受けた Tru-

deauMycobacterialCu一tureCollectionの中 に

含まれる諸菌株で,18109,18112,18001,12011

22012, 17002, 17027,33003,33002,33001

の10株は国立療養所中部病院,束村道雄博士よ

り分 与されたものである｡ なお No.12および

No.16は本研究室保存株である√

3) 観 察 方 法

上記菌株の 1%小川培地に発育 したものを用

い,ガラス玉コルベンで均等な菌液 (約 1.0mg/

nll) m 成, その 1滴を滅菌生食水 20mlで

稀釈 したものを 0.5mlづつ平板培地全面 に接

種 した｡原則として 37oCで 3日間培養 し,24

時間後,48時間後,72時間後 (一部の菌株では

l過問後)に観察のためとり出し,ペ トリ皿を

反転 し,直下か らの透過光を用い弱拡大 (10×

lo情)で鏡検,集落の形態を観察すると共に写

真撮影を行なった〔J(NikonL型,EFM でフ

ィルムは Ftlji35mm NeopanSSASA IOOを

使用)

観 察 結 果

1) 全般的にみた集落の形成状況

Slow grower7) でみられ た と同様, Rapid

growerでも発育初期の段階 (通常24時間以内)

では,各菌種 もしくは菌株問に形態学的に著明

な差違はなく,この時期にみられる集落形態は

前回の報哲 7)でも述べたごとく,杵状の菌体が

来状に集合 した紐状ないし糸屑様の形態 と,き

わめて初期の不整形の小集落か, もしくは中心

か ら菌体が周囲に向って放射状に配列 した小集

落の構造をもっている (写真1-A,写真1-B)∩

集落は緊密でなく内部の菌体が観察 し得る｢

-- 1Lr:)一山

3円後 (72時間後)の観察では,ほとんどす

べての菌株が成長 した固有の集落形態を示しは

じめ,各菌株相互の集落形態の差異がかなり明

瞭になる〔〕今回の観察では Slowgrowerにみ

られたごとき,典型的な毛髪の来状の形態 (コ

ー ド形成) とか明確な円形の ドーム様の集落形

成を示す菌株はほとんど観察出来ず, 菌種ごと

により多様な形態をとり易いのがみられた.

2) 菌種別の集落形態

以下の観察は原則として培養 3日後のもので

ある｡

lil M.fortuitum

この菌種の集落形態の特徴は,集落周縁より

外部に向う文枝状 もしくは棟様の突起が多数観

察出来ることであると思われるい これ らの突起

は KA にみられる集落の不整な周縁か らの比

較的少数の楯状の突起 (写真2-A)か ら,緊密

な円形集落の周縁より無数のフィラメント様な

いし菌糸横突起を示す もの (写真2-B),さらに

集落はより緊密さを欠き周辺-の樹枝状突起が

かなり大きく集落の大部分を占める形態 (写真

2-C)にいたるまで種々の程度のものが認めら

れた｡写真21Bに示 した集落形態はキルヒナ-

寒天培地における M.smegmatis(写真5-A)

とか,Nocardiaにみられる集落形態7)と類 似

しているo暗叛より分離 した M.fortuitum の

観察では極端な樹枝状形態をとる集落は余 り頻

度が高くなく,CMA では写真2-Bに示 した形

態が一般的であった ,

(ii) M.chelonei

M.fortuitum とことなり集落周縁に突 起 は

観察されないrl 特徴的と思われるのは,集落が

緊密でなく平板状で周縁は不整であること,中
心部はかなり緊密であるものもあるが,集落周

縁は薄 く拡がった形態 (写真3-A)をとってい

ることである｡しか しM.intracellulaJreにみ ら

れる透明な薄い集落7)に比較するとより緊密な

構造を示 し, また一方不透明な ドーム様集落7)

とも区別出来る様に思われるし､菌株によっては

集落中 心部か ら周辺に向い一見コー ド形成を思

わす組)伏の構造物が蛇行 している形態がみ られ
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写真1-A M･(､helonei(TMC 1524),CMA, 写真1--B M.smeglnatis(TMC1515),CMA,

1日H 1RH

写真2-A M.fortuitum (18109),KA,3日目 写真2-B M.fortuitum(18109),CMA,3日目

写真2-C M･fortuittlm (TMC 1529),CMA. 写真3-A M･chelonei(TMC 1543),CMA,

7日目 3日目



昭和52∴; I)巨ヒ型抗酸菌の性伏 (LIT) 一一17-

写真31B M･(､helonei(22012).(､MA13日H 写真4A M･I)hlei(TM(1 1523). (lMA,
(Y4()) :HHl(､＼･4日)

写真5--A M.smegmatis(No.161.KA.3日11 写真5B II.smegmとItis(TM(i1546),CMA,
3卜廿†

写真6A M.tlilVL､㍉(,し･nS(330031.('ヽIA∴7日fr 写真6B ILflilVt､S什n吊33002).('MA,7日日
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Fi皇･1 速 発 育 菌 の 集 落 形 態
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るが (写真3-B), 写真3-A の形態よりはこの

形態の方が一般によくみられる様である(,また

この形態は,M.intracelluhreのII型7)にかな

り類似を示 した｡

(iiH M.phlei

M.phleiに関しては今回は2株のみ しか観

察していないが,写真4-AのごとくCMA 上で

M.cheloneiの写真3-Aに類似 した 集落形態が

観察され た ｡

(iv) M,smegmatis

写真1-Bに示 したごとく,ごく初期の集落は

菌体が放射状に配列する傾向が強い様であるo

KA における集落形態は,写真5--Aに示 したご

とくM.fortuitum の集落形態と軸似 してい る

が,集落周縁のフィラメント様突起は余 りいち

ぢるしくない｡KAでの集落は円形であるが,

CMA 上にみ られる集落では類｢lj形のものもあ

るが概 して周縁は不整のものが多くわずかに渦

巻様の構造を示 し全体の構造は緊密で少数の突

起を有 している (写真5-B)(､M.tub(汀Cul(Jsis

にみ られる緊密な組状の発百 (Ⅰ型)7)とか な
り近い集落形態である｡また円形 ドーム様の集

落形態に近いものもみられた｡

(Ⅴ)M.flavescens

M.intracellulareにみられるⅠⅠ型7)に類似 し

たいわゆるroughな形態と (写真6--A.), 吊じ

くM.intmcellulareのIII型7)に相似 した ドー

ム様集落 (写真6--B)の2種類の集落形態がみ

とめられたoなお Fig.1に今回観察LtIi来た迅

速発育菌の主要な集落形態をまとめて示 したし

考 接

迅速発百菌 (Rapidgrower)の中で, 人体に

対 して病原性があると一応考えられているもの

は現在のところ M.fortuitum と M.chelonei

であろうが,Rapidgrowerにはこれ以外に M･

smegmati,i,M.phlei,M.f]aves｡enSをはじめ

として多数の抗酸菌種が含まれる｡ しか しなが

ら人体材料か ら分離される RapidgroW｡rは比

較的その頻度が低 く, また菌種についてもM.

fortuitum と M.chelonei以外のものが分離 さ

れることは意外にまれな様に思われる｡ したが
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って私共の今回の観察もこの両菌種に主眼を置

いたものである｢ノ

Myeoba(･terium の集落形態を観察 した もの

には Fre即1Lm と Smith8),Vestalと Kubica9),
Jonpsと Iこul)iealO),Run),onll,12)の報告があ

る｡

JonPトと Kubiea10)は M.f'ortuitum,M.

Phlei, M.smegmLLtisに関 して Ⅰ)uゎo.qoleic

a(､id-と1,ll-uminagar(OAA)と ModはedCoril

MealAgar(CMA)を用いて詳細な観察を行な

い, この3菌種がいずれも roughvariantと

smo()thvこLriとLntの 2種類の集落形態 をとるこ

とをみている‥ M.r()rtuitum に関して彼等は

OAA ならびに (:MA _仁亡,コー ド形成の著明

な周縁にフィラメン′卜形成の認められない集落

を RoLIghFと記厳し,OAA 上にみ られる M･

ttlber(.u】osiHの集落と類似 していることを 強調

している｡一方同じく()AA上で辺縁の平滑な

ドーム様の集落ならびに (:MA Lで短い フ ィ

ラメント様構造を周縁にもった集落を観察 し,

SmoothFと記載している,,この報告での典型

的な SmoothFと R()ughFの集落形態は私共

の観察ではみ られなかったoKA上にみられた

集落形態がやや RotlghFに類似する様にも思

われるが, (lMA 上の形態は全て 彼等のい う

LqmootllFr(f.･filLLmentOuS)に相当すると考え

られる,▲Rll叩 ,Onll)も後者の集落形寛も すなわ

ち CMA Lでみられる分枝状の フィラメント,

もしくは菌糸状の集落周縁の広がりを M.for-

tuitu111の頼めて特徴的な所比として記載 して

おり,私共の観察結果か らみても臨床細菌学的
にIIL用な特徴であると思われる｡

M.ehel()nt･iに関して,Run),onll)は集落周

縁にフィラメント様構造のないのをその特徴 と

して記載している｡私共の観察では,中 心がか

なり緊密かつ ドーム様で周縁は薄 く分葉した形

熊と,全休として透明な薄い集落であるが中心

部か ら紐状の構造物が租に蛇行 している形態の
2種類を認めた. 前者は M.intrとL｡ellulareに

みられる IVa7)に,後者は同 じく M.intrace-

HulareのII型7)に類似している｡ 要するに M.

fortuitum と比較すると特徴の少ない集落形態
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である｡

M .phlciに関しては Jones と KubicalO)が

SmoothP と記載 した集落に相当する形態を認

めた｡

M ･smegmatisでは KA 上で Jonesと Kub-

ica.10)の smoothvariantに相当する集落形態

をみとめ,CMA 上では,少数のフィラメント

様構造を持つ ドーム様 集 落 と, KA 上の M.

tuberculosisすなわちⅠ型7)に比較的近い集 落

形態を認めた｡

M .flavescensについてもこの菌種固有 の特

徴は少ない｡

以上,今回検討した範囲でも全般的にみて,

CMA 上においても2種類以上の集落形態をと

る菌種がほとんどで, か つ M .intracellulare

にみられた集落形態と類似のものもかなり認め

られた｡唯-の例外 と思われるものに M .for-

tuitum があり, 写真2-Bおよび2-Cに示 した

集落形態は極めて特徴的なものである｡ Noca-

rdiaが CMA 上で類似 した集落形態を示すこ

とに留意すれば臨床細菌学的な鑑別にも有用で

あろう｡ことに M .cheloneiとの鑑別上有用で

あろうと思われる｡

結 論

一般細菌検査用の平板 でキルヒナ-寒天培

地,ModifiedCornMealGlycerol寒天培地を

使用 し,迅速発育菌25株を用いて,それらの集

落形態を顕微鏡下で観察 した｡M .chelonei,M .

smegmatis,M .鮎 vescensではいずれも菌種固

有の特徴的な集落形態が明らかでなく,臨床細

菌学上,同定,鑑別の見地からみて, これ らの

観察は余 り有用ではないと考えられた｡M .for-

tuitum に関しては樹枝状 もしくは フィラメン

ト様構造が特徴的で M .cheloneiとの鑑別に利

用 し得ると思われた｡

終りに臨み,責重な薗妹を分与していただいた田

立療養所中部病院東村道雄博士ならびに米田 NIH

Lamt'ert博士に深謝いたします｡
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CHARACTERISTICS OF ATYPICAL MYCOBACTERIA (Ill)

- A trialoftheidentihcationofvariousspe'､iesofmycobacteria

utilizingcolonycharacteristicsbyplateculturetechnique(2)-

FumiyuhiKUZE,SadaoTAKEDA andNobuoMAEKAWA

TheFir∫/DePar/men/of l17edmne,(1Ae∫/Di∫ea∫eResearchIn∫fizlLte,KJ,PtaE,'mZJer∫i/y

A totalof25Strainsofr叩idlygrowingmycobaeteriawhichrepresent5Specieswere

inoculatedontwokindsdifferentmedia,namelyKirchneragarmedium andmodはed Corn

MealGIvcerolagarmedium,and theircolonialcharacteristicswereobserved by a low

powermicroscopetomakesureifitisusefulenoughtodifferentiatevariousrapidlygrowing

mycobacterialspecies.

Amongthespeciestested)M･f()rtuitum showedmost(､haraeteristic(てOlonialmorphology

thanotherswithitsconspICuOuSbranchingfilamentousextensionsonmodiAed Corn Meal

Glycerolagarmedium,though thisfeaturewaslessevidenton KirchneragarmediulTl.

Thischaracteristicseemstohavesomeresemblanceto(､nlonialmorpho一ogyofNo(､ardia

species･

ThecoloniesofM･cheloneilacktheirbranching后lamentsandin thistheyseem tobe

rathersharplydistinctfrom M･fortuitu- andso-eotherspeciesofrapidgrowers･

ThespeciestestedotherthanM･fortuitum andM･Cheloneiwereallwithoutdistinctive

characteristicsin theircolonialmorphology･ tn view ofratherfrequentisolation from

clinicalspecimen ofM･fortuitum and MIChelonel,the above m entioned characterisic

u)lonialmorphologyOfM.fortuitum isusefultoolintheidentiRcationprocedures.


